

年
の
国
内
旅
行
市
場
は
？

話題多く活性化、外客も増

地
域
づ
く
り
と
旅
館
の
生
産
性
向
上

成長への基盤を確かに

「
民
泊
」全
国
で
解
禁
か

特区の事例見定めるべき

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
態
把
握

ＯＴＡ月次実績の開示を

焦
点

観
光
産
業
、観
光
地
域


年
の
注
目
テ
ー
マ
　

（５） 第２８２７号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）１月１日（金曜日）

　
２
０
１
５
年
の
国
内
旅
行
は
大

手
旅
行
業
者
に
い
わ
せ
る
と
、
お

お
む
ね「
国
内
好
調
、海
外
低
調
」

だ
っ
た
よ
う
だ
。
火
山
活
動
の
活

発
化
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
な
ど

も
あ
っ
た
が
、
総
じ
て
よ
か
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、

年
で
あ
る
。
観
光
関

連
の
主
な
出
来
事
を
み
る
と
…
。

　
３
月

日
の
北
海
道
新
幹
線

（
新
青
森
駅
―
新
函
館
北
斗
駅
）

開
業
、
５
月
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
、
そ
し
て
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
と
Ｕ
Ｓ
Ｊ
が
と
も
に
開
業


周
年
を
迎
え
る
。
４
月

日
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
京
都
鉄
道
博
物

館
も
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

　
視
聴
率
が
伸
び
悩
み
、
苦
戦
気

味
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
だ
が
、

１
月

日
か
ら
放
送
が
始
ま
る

「
真
田
丸
」
は
「
ヒ
ッ
ト
の
予
感

が
す
る
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
関

係
す
る
地
域
も
観
光
客
で
に
ぎ
わ

い
そ
う
だ
。

　
８
月

日
に
は
新
た
な
国
民
の

祝
日「
山
の
日
」が
制
定
さ
れ
る
。


年
は
木
曜
日
で
連
休
と
は
な
ら

な
い
た
め
、
新
た
な
旅
行
需
要
を

喚
起
す
る
に
は
力
不
足
か
。

　
８
月
５
日
か
ら
は
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
９
月
７
日
か
ら
は
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
る
。
こ

れ
が
終
わ
れ
ば
、

年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
。

　
「
（
旅
行
需
要
は
）
海
外
か
ら

国
内
に
シ
フ
ト
す
る
」
と
の
見
方

も
あ
り
、
景
気
の
大
幅
な
冷
え
込

み
な
ど
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限

り
、

年
の
国
内
旅
行
市
場
は
引

き
続
き
堅
調
に
推
移
し
そ
う
だ
。

　

年
の
旅
行
市
場
を
け
ん
引
し

た
大
き
な
力
の
一
つ
は
訪
日
外
国

人
観
光
客
だ
。
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
１
～


月
の
訪
日
外
客
は
前
年
同
期
比


％
増
の
１
７
９
６
万
人
と
な

り
、
通
年
で
は
１
９
０
０
万
人
を

超
え
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
先
頃
発
表
し
た

年

の
旅
行
動
向
見
通
し
で
は
訪
日
外

客
は
２
３
５
０
万
人
と
な
り
、
政

府
が
目
標
に
掲
げ
た
２
０
２
０
年

２
千
万
人
を
早
く
も
達
成
す
る
。

「
２
５
０
０
万
人
、
い
や
３
千
万

人
も
夢
で
は
な
い
」
と
い
う
声
す

ら
挙
が
る
。

　
と
は
い
え
、
受
け
入
れ
態
勢
は

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
。
民
泊
な
ど

新
た
な
問
題
も
出
て
き
て
お
り
、


年
は
訪
日
外
客
増
を
き
っ
か
け

に
国
内
観
光
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
考
え
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
内
井
高
弘
】

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
急
増
な

ど
で
観
光
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
拡
大
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
、
規
制
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
民

泊
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
利
益
を
上
げ

よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
躍

起
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
観

光
地
域
や
中
核
的
な
観
光
産
業
が

し
っ
か
り
稼
い
で
潤
わ
な
い
と
、

観
光
立
国
の
根
幹
は
揺
ら
ぎ
、
次

へ
の
成
長
は
な
い
。
地
域
と
産
業

を
テ
ー
マ
に
２
０
１
６
年
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
二
つ
挙
げ
て
み
た
い
。

　
一
つ
目
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地

域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
組
織
）
。
政
府
は
、
観
光
地

域
づ
く
り
の
強
化
に
向
け
、
海
外

の
先
進
的
な
組
織
を
参
考
に
し
た

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
を
全
国
に
育

成
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。
す

で
に
地
方
創
生
の
交
付
金
な
ど
で

支
援
策
を
具
体
化
し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
施
策
化
が
問
い
か
け

る
の
は
、
観
光
業
界
で
長
く
議
論

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
地
域
観
光
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
担
う
組
織
、機
能
の
あ
り
方
。

多
く
の
自
治
体
、
観
光
協
会
な
ど

に
よ
る
推
進
態
勢
の
不
十
分
さ
を

指
摘
し
て
い
る
の
に
等
し
い
。

　
観
光
地
域
づ
く
り
は
一
朝
一
夕

に
い
か
な
い
が
、
国
の
支
援
策
な

ど
を
地
域
主
体
の
取
り
組
み
に
生

か
し
、
推
進
態
勢
を
強
化
す
べ
き

だ
。
特
に
人
材
と
財
源
は
課
題
。

人
材
育
成
・
確
保
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

法
定
外
目
的
税
な
ど
を
含
め
た
安

定
的
な
財
源
な
ど
に
つ
い
て
積
極

的
に
議
論
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
二
つ
目
は
、
旅
館
業
の
生
産
性

向
上
。
旅
館
業
は
代
表
的
な
観
光

産
業
で
あ
り
、
観
光
地
域
の
中
核

的
な
産
業
だ
。
し
か
し
、
労
働
力

不
足
や
業
務
改
善
な
ど
に
課
題
も

多
い
。
政
府
は
、
生
産
性
向
上
に

取
り
組
む
べ
き
サ
ー
ビ
ス
産
業
５

分
野
の
中
に
旅
館
業
を
挙
げ
、
取

り
組
み
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

　
業
界
を
挙
げ
た
運
動
に
し
よ
う

と
、
日
本
旅
館
協
会
は
生
産
性
向

上
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
モ
デ
ル

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

業
態
・
規
模
別
に
全
国
の
８
施
設

で
専
門
家
に
よ
る
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の

成
果
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

　
自
助
努
力
と
同
時
に
制
度
的
な

支
援
も
必
要
だ
。
免
税
制
度
の
改

正
が
小
売
業
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
、
旅
館

業
の
生
産
性
向
上
を
後
押
し
す
る

環
境
整
備
も
期
待
し
た
い
。

　
観
光
が
成
長
へ
の
過
渡
期
を
迎

え
た
今
こ
そ
、
観
光
立
国
の
根
幹

で
あ
る
地
域
、
産
業
の
基
盤
を
確

か
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。【
向
野
悟
】

　
一
軒
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
旅
行

客
ら
を
有
料
で
泊
め
る「
民
泊
」。

日
本
で
は
旅
館
業
法
で
原
則
認
め

ら
れ
て
い
な
い
が
、
法
律
を
所
管

す
る
厚
生
労
働
省
は
省
令
の
改
正

で
、
こ
の
民
泊
を
２
０
１
６
年
度

に
も
全
国
で
解
禁
す
る
方
針
と
複

数
の
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
て
い
る
。

　
旅
館
業
法
で
は
、
宿
泊
施
設
を

「
ホ
テ
ル
」
「
旅
館
」
「
簡
易
宿

所
」
「
下
宿
」
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
営
業

す
る
に
当
た
っ
て
の
設
備
に
つ
い

て
細
か
い
規
定
が
あ
る
。

　
厚
労
省
は
民
泊
を
こ
の
う
ち
の

簡
易
宿
所
に
位
置
付
け
、「
客
室
の

延
べ
床
面
積

平
方
㍍
以
上
」
な

ど
従
来
の
規
定
に
つ
い
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
も
営
業
許
可
を
取
れ

る
よ
う
緩
和
す
る
方
針
と
い
う
。

　
民
泊
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
経
済

社
会
の
構
造
改
革
を
重
点
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
国

際
競
争
力
を
強
化
す
る
」
な
ど
と

し
た
国
家
戦
略
特
区
法
の
第

条

で
、
国
が
国
家
戦
略
特
区
に
認
定

し
た
地
域
で
、
自
治
体
が
条
例
を

制
定
し
た
地
域
に
限
り
、
旅
館
業

法
の
適
用
を
除
外
し
、
一
般
の
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
外
国
人
客
ら
の

宿
泊
受
け
入
れ
を
で
き
る
と
し

た
。

月

日
現
在
で
条
例
を
制

定
し
た
自
治
体
は
東
京
都
大
田
区

と
大
阪
府
の
２
カ
所
。
そ
れ
ぞ
れ

１
月
末
、
４
月
に
も
施
行
の
見
通

し
と
い
う
。

　
た
だ
、
旅
館
と
の
棲
み
分
け
な

ど
を
図
る
観
点
か
ら
、
民
泊
が
で

き
る
条
件
は
大
田
区
、
大
阪
府
と

も
６
泊
７
日
以
上
の
連
泊
だ
。

　
今
回
浮
上
し
て
い
る
民
泊
の
全

国
解
禁
で
は
、
こ
の
日
数
の
規
定

は
不
明
で
、
特
に
規
定
が
な
け
れ

ば
１
泊
２
日
の
滞
在
で
も
可
能
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
外
国
人
観
光
客
で
あ
ふ
れ
る
東

京
、
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
で
は
、

旅
行
客
の
受
け
皿
と
い
う
一
定
の

成
果
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
を
受

け
て
い
な
い
地
方
の
都
市
や
観
光

地
で
は
ど
う
か
。
既
存
の
旅
館
・

ホ
テ
ル
に
と
っ
て
民
泊
は
自
身
の

存
在
を
脅
か
す
も
の
以
外
の
何
物

で
も
な
い
。

　
フ
ロ
ン
ト
が
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
で
の
民
泊
が
犯
罪
の
温
床
に

な
ら
な
い
か
。
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
た
際
に
問
題
解
決
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
る
か
―
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
民
泊
。
ま
ず
は
特
区
で
先
行

す
る
事
例
を
見
定
め
、
全
国
解
禁

は
先
行
事
例
を
踏
ま
え
て
議
論
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
森
田
淳
】

　
観
光
庁
が
２
０
１
５
年
５
月
に

発
表
し
た
主
要
旅
行
業
者

社
の

「
平
成

年
度
取
扱
状
況
年
度
総

計
」
（

年
４
月
～

年
３
月
）

に
よ
る
と
、
総
取
扱
額
は
前
年
比

１
・
２
％
増
の
６
兆
４
１
９
５
億

円
だ
っ
た
。

　
取
扱
額
の
大
き
い
順
に
並
べ
て

み
よ
う
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
（

社
計
）
１

兆
５
０
９
３
億
円
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
‐
Ｃ

Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
９
社
計
）

５
１
４
３
億
円
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
（
５
社

計
）
４
２
５
５
億
円
、
日
本
旅
行

４
１
９
８
億
円
、
楽
天
３
８
８
９

億
円
、
阪
急
交
通
社
３
３
２
５
億

円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
は
、
こ
の
数
字
に
は
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
実
態
が
正
確
に
は
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
リ
ク
ル
ー
ト
（
じ

ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
）
も
一
休
も

社

の
中
に
は
登
場
し
な
い
。
両
社
と

も
東
証
一
部
上
場
企
業
で
あ
り
、

ル
ー
ル
に
則
っ
た
情
報
は
開
示
し

て
い
る
。

年
５
月
に
一
休
が
発

表
し
た

年
度
通
期
決
算
（

年

４
月
～

年
３
月
）
資
料
に
よ
る

と
、
一
休

ｃ
ｏ
ｍ
の
取
扱
金
額

は
５
０
５
億
円
。
こ
れ
は
日
通
旅

行
の
４
９
４
億
円
を
上
回
る
。

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
Ｏ
Ｔ
Ａ
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

年

間
行
っ
て
お
り
、

年
の
取
扱
額

に
つ
い
て
、
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
は

６
８
１
５
億
円
（

年
４
月
～


年
３
月
）
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
６

３
８
０
億
円
（

年
１
～

月
）

と
回
答
し
た
。
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の

数
字
が
観
光
庁
の
デ
ー
タ
と
異
な

る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
ね
つ
造
で

は
な
い
。
こ
の
じ
ゃ
ら
ん
と
楽
天

の
数
字
は
、
予
約
発
生
時
点
つ
ま

り
キ
ャ
ン
セ
ル
発
生
前
の
取
扱
額

で
あ
り
、
楽
天
は
キ
ャ
ン
セ
ル
発

生
後
の
数
字
を
別
途
算
出
し
て
観

光
庁
に
毎
月
報
告
し
て
い
る
。

　
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
を
運
営
す
る

リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
ス
ス
タ
イ
ル
の

持
ち
株
会
社
で
あ
る
リ
ク
ル
ー
ト

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
東
証
一
部

上
場
企
業
だ
が
、
決
算
発
表
資
料

に
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
旅
行
取
扱

額
を
記
載
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
楽
天
が

年

月
に
行
っ
た


年
度
第
３
四
半
期
（
７
～
９
月
）

決
算
発
表
で
、
過
去
ず
っ
と
開
示

し
て
き
た
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
数
字

の
記
載
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
は

非
常
に
残
念
だ
っ
た
。

　

社
の
中
に
は
、
外
資
系
メ
ガ

Ｏ
Ｔ
Ａ
の
名
前
も
見
当
ら
な
い
。

戦
略
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
正

確
な
デ
ー
タ
が
欠
か
せ
な
い
。
日

本
の
観
光
業
界
の
発
展
を
願
う
気

持
ち
が
あ
る
の
な
ら
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
各

社
は
観
光
庁
に
毎
月
数
字
を
報
告

す
べ
き
だ
ろ
う
。
【
江
口
英
一
】


